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発達障害のある子どもの支援に学ぶ

しつけのイロハ ⑳

発達障害のある子どもの中には、知識は豊富でずっと話し続ける

ことはできるけれど、実際の体験に乏しく、その場になると自分が

どう振舞ってよいかがわからないという子どもがいます。例えば、

清掃の場面でも、やるべきことがはっきりしないと始めることがで

きないため、さぼっていると誤解されることも少なくありません。

清掃は心を育てる

今回は、『掃除』は子どもの心の発達によい影響を与えるという話です。

キラリ輝くこの子のために(24)
続々

今回は

年末大掃除にちなみ
○ 清掃に使う道具は何か、どこから持ってくるのか、水くみや洗剤は必要

か等、段取りをします（はじめは一緒に行い、次第に任せます）。

○ 手順を確認し、何から始めて何までで終わりになるかをはっきりさせま

す（必要であれば、手順表や日めくり式の絵カードを用意します）。

○ やる前とやった後とがはっきりわかる活動の方が取り組みやすくなりま

す（ぞうきんをかけると床の色が変わる、片付けたものが見えなくなる等）。

○ 範囲を決めて、その中だけを清掃する等、無理なくできる量を行います

（広い部分の草取りも、区画を決めて少しずつ取る方法もあります）。
こんな具合に準備をすすめていけば、掃除への抵抗感が減ります。

汚れたものをきれいにする行為は、美しいものを愛する心を

育みます。これは生活態度や人間関係に至るまで、いやしいこ

とや醜いことを嫌う心を培うことになります。

また、きれいにしたことをほめられると、嬉しくなり、自信

がつきます。友達や先生と掃除することで、結びつきや連帯感

も深まります。自尊心が育ち、自立心・自主性が身に付くのです。自分のし

たことに誇りをもち、何かをやり遂げた達成感、充実感を知ることもできま

す。掃除をがんばるうちに、何事にも意欲的に取り組める子になるのです。

掃除をきちんとすすめてきれいにするには、上記のように、手順や段取り

を決めたり、分類したりする計画性が必要です。これも物事を抽象化して考

える力を養います。そして、何より道具を使うことで、手指の巧緻性や目と

手の協応動作も身につくのですから、いいことずくめです。

体を動かす体験からさまざまなことを学びましょう。


